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谷川さんの詩に教わったこと

一序にかえて一

入学式のとき，私は，新入生へのプレゼントとして，づぎの詩を朗読しました。
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とんでるひこうきとびこえて／ついでにおひさまとびこえる
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かえるのぴょん／とぶのがだいすき

とうとう，きょうをとびこえて／あしたのほうへきえちゃった

ぴょんぴょんぴょんぴょん

この詩の世界を，子どもたちは大いに楽しんでくれました。

10年ほど前，私はこの詩を国語教科書に採用しました。しかし，当時，現場の先生がたはこの詩に対

して否定的でした。朗読・群読・暗唱などの音声言語教育が今日のように話題になる以前のことです。

内容が飛躍し過ぎている。リアリティがない，といった批判です。でも，子どもたちは圧倒的に支持し

てくれました。今では代表的な音声言語教材になっています。

私は，この詩に，いろんなことを教わってきました。教材とは何だろう。私の教育学でいうと，どこ

かに異化（日常の非日常化）の視点をもってないと，いい教材にはならないということ。かえるって誰

だろう。子どもたちは，かえるのあくなき追求に夢中になります。自分に内在する可能性を直感するか

らではないでしょうか。また，この詩は，すぐれた学習活動の典型のようにも見えます。かえるは一連，

二連，三連と，飛ぶごとに自信をつけていって，とうとう明日の世界に消えていく。子どもたちが自分

の力で，たくましく追求する学習の姿でもあります。谷川さんの詩は，このような教材の力ということ

を考えさせてくれます。

昭和22年にはじまった本校の研究発表会は，今年で 48回になります。平成5年度からは「くらしを

ひらく子ども」というテーマで、研究・実践を続けてきました。今年度は，「くらしをひらく子どもーよ

り豊かな学びの姿を求めて」の 2年次です。総合的な学習を取り入れた 「ちどりいきいきタイム」の授

業を公開します。 「ちどりいきいきタイム」は本校の開発した独自の学習活動です。ご参会の先生がた

との交流によって，新しい教育のありかたを追求する 2日間になることを願っています。

平成12年 6月8日

学校長足立悦男
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I 総論

くらしをひらく子ども

ーより豊かな学びの姿を求めて－

「複式ゴズつり大会」 4年福島悠



II 各学年における

ちどりいきいきタイムの実践

「ちどりいきいきタイムで

ぜにだいこ名人になったよ」 2年 はやせあやか



m 「全校活動」・
「ちどりの日」の取り組み



お わ り

「くらしをひらく子ども」を研究主題に掲げて 8年目。この間，私たちは，自らの思いや願い，考え

で主体的に行動できる子ども，豊かな人間性をもった子ども，くらしの基盤を豊かなものにしながら，

自らの力でくらしをひらく子どもの育成をめざして研究実践を積み重ねて参りました。

こうした研究を通して，ここ数年，体験的活動がとても重要であることが分かつてきました。このた

め，本校の子どもたちにとって，どのような体験的活動が必要であるのか，その活動の流れをどう具現

化すればよいのかなどを検討してきましたが，その中で生まれたのが「ちどりいきいき活動」や「ちど

りいきいきタイム」でした。私たちは，体験を「自然体験」 「社会生活体験」そして「文化理解・創造

体験」に整理するとともに，これらの指導のあり方を具体的に検討したり，体験の意義やそこで培われ

る態度や資質，能力にも着目してきました。

昨年度からは，こうした研究の経緯を踏まえながら，「より豊かな学びの姿を求めて」をサブテーマ

に「ちどりいきいきタイム」の授業を構想、実践し，ここで見られるより豊かな学びの姿を具体的な子

どもの姿として捉えることに努めて参りました。

次は，私たちの実践を通して見られた子どもたちの「より豊かな学びの姿」の一端です。

0 活動に興味，関心をもち，積極的に参加したり，グループの仲間と協力して活動に取り組んだり

する姿。子ども自ら気付くとともに，活動に思いをもったり，身のまわりの自然や環境，社会に目を向け

たりする姿。自分の日と耳で見つけ，確かめようとする姿や，自分にとって必要な情報を調べようとする姿。人と積極的に関わり，その関わりを深めようとする姿や，自分の思いを家族や教師に伝えようと

する姿。集団の中で，自分のもっている力を発揮しようとする姿や，自分にまかされた役割を積極的に果

たそうとする姿。友だちの工夫を自分の活動に取り入れようとする姿や，他の人の力を求め，自己実現しようとす

る姿

私たちは，こうした子どもたちのより豊かな学びの姿の背景にある「授業（活動）の枠組み」と「は

たらきかけ」にも目を向け，これらを明らかにすることにも努めてきました。

この研究紀要は，昨年度のサブテ マのもとに，より豊かな学びの具体的な子どもの姿や，その背景

についてまとめたものです。私たちの願いと提案を受け止めていただければ大変嬉しく思います。

今年度は，「ちどりいきいきタイム」の授業実践を一層推進する一方，「ちどりいきいき活動」の全体

構造を明らかにしていくとともに，より豊かな学びの姿を生み出した背景を，各教科の指導にどう生か

していくのかなどの課題にも取り組んでいきたいと考えているところです。

今年度も私たちの研究に対する考え方や実践を提案，報告いたします。ご参会の諸先生方と共に語る

中で，忌樺のないご意見，ご批判をいただき，本研究をさらに深めていきたいと願っています。今後と

も本校の研究に温かいご理解とご支援を賜りますようお願いいたします。

終わりになりましたが，この度全体講師として茨城大学教育学部助教授藤井千春先生をお招きし，ご

講演を賜りますことに対し，厚くお礼を申し上げます。

平成12年6月8日

副校長花谷耕一
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